
学校名 新潟市立内野中学校 

担当教員名  

  

活動のテーマ 「誰もが幸せになれる未来社会の創りかた」～防災・減災の視点から自分にできることを

考えよう～ 

主な教科領域等 教科領域（ 総合的な学習の時間   ） 

アプローチ ※該当するものに□をつけてください（複数可） 
地域連携  避難訓練・避難所運営  専門家の活用  体験学習  学校間・地域間交流  
教科連携  地域発信  カリキュラム開発 

活動に参加した児童生徒

数 
（  ３学年 ２５５人）（複数可） 

活動に携わった教員

数 

（  １３ ）人 

活動に参加した地域住

民・ 
保護者等の人数 

（ ５ ）人 【保護者・地域住民・その他（             ）】 
※児童生徒・教員以外で活動に参加する人の区分に□をつけ、人数をお書きください。（複数可） 

実践期間 西暦  ２０２４年  ６月 １２日   ～  西暦  ２０２５年  １月 １６日 

想定した災害 ※該当するものに□をつけてください（複数可）。 
地震  津波  台風  洪水  河川氾濫  土砂  その他（          ） 

活動報告 

１）活動の目的・ねらい 

防災・減災に関わる課題を自分事として捉え、他者と協働して課題解決に向けて活動に取り組む防災・減災

教育を目指した。今回の活動を通して、当校の教育目標（目指す資質・能力）である「自主・他敬・自愛・創

造」をＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する能力・態度と関連させて育成するとともに、生徒自身が成長

を実感できることをねらいとした。 

【自主】多面的・総合的に考える力／進んで参加する態度 

【他敬】コミュニケーション力／他者と協力する力／つながりを尊重する態度 

【自愛】批判的に考える力／感情をコントロールする力 

【創造】未来を予想して計画を立てる力／意見の対立や理解の相違を解決する力 

 

２）実践内容・実践の流れ・スケジュール（※図表等を使用して分かりやすく記述してもよい） 

月 活動 内容 

6 課題設定講座 新潟大学工学部小浦方格先生の講義を通して，身近な事例から現状を把握・

分析して問題を見つけていく視点や課題を設定する方法を学ぶ。 

〃 防災講義＆ワークシ

ョップ 

新潟大学工学部上田和孝先生による事前復興の考え方についての講演を聴く

ことを通して，災害について知る。 

〃 避難所開設シミュレ

ーション体験 

NPO 未来創造堂による避難所開設のシミュレーションを通して，避難所とし

ての学校の役割を知り，自分たちができる活動を考える。 

〃 地域交流活動 地域の方々との意見交流を通して，内野地域の防災・減災に関わる課題を共

有する。 

7 グループ探究課題設

定活動 

専門家から講演やコーチングを受け，探究課題を広げたり深めたりすること

を通して，各グループの課題を設定する。 

7～

11 

情報収集活動 

プレゼン資料作成 

調べ学習・試作・インタビュー活動・地域調査・アンケート集計などによっ

て得た情報を整理・分析する。 

11 中間発表会 専門家からご指摘、ご意見をいただき、グループの提案を練り直す。 

12 グループ探究まとめ 防災・減災に関わる探究学習を探究サイクルに照らし合わせて振り返って評

価する。 

1 探究学習発表会  探究活動の提案を後輩に伝えることを通して、先輩として目指す姿を示す。 

 

３）9月研修会の学びの中から自校の実践に活かしたこと。研修会を受けての自校の活動の変更・改善点。 

 昨年度まで（助成金を受ける前）の実践と今年度の実践で変わった点。助成金の活用で可能になったこと。 

 9 月の研修会では、減災教育における N 助の意義や在り方を学ぶことができた。本年度の３学年の総合的な

学習の時間では「防災・減災」×ものづくり，「防災・減災」×国際理解，「防災・減災」×まちづくり，

「防災・減災」×動物保護の４つの分野から生徒自身が選択して，探究学習を進めた。課題設定の場面や情報

整理、解決策を練り直す活動において、助成金を活用して各分野の専門家を講師として招いたり、インタビュ

ーしたりして外部との連携を図った。活動に協力いただいた外部機関は以下の通りである。 



防災に関わる４つの探究分野 

【 ものづくり 】新潟大学工学部准教授、学生 

【 国際理解 】新潟大学工学部准教授、大学院生、留学生／新潟国際ボランティアセンター 

【 まちづくり 】新潟大学工学部准教授、内野地区自治会長、防災士 

【 動物保護 】新潟動物ネットワーク／新潟市動物愛護センター／動物病院／水族館／ペットショップ 

 

４）実践の成果 

①減災(防災)教育活動・プログラムの改善の視点から  

 昨年度は日々の生活の中から身近な問題を見つけ、探究課題を設定した。課題を自分事として探究すること

ができていたが、課題の内容が広範囲であるため、生徒も教員もどのような活動をしたらよいのか見通しをも

つことに困難さを感じ、授業者として丁寧な伴走支援ができなかった。本年度は探究課題を防災・減災に関わ

る４つの分野に焦点化することで、見通しをもちながら探究活動を進めることができた。「継続していく」と

いう意識のもとで立ち上げたカリキュラムであるため、次年度どのように実施できるか、実施するために年度

当初から準備していくかなどの来年度の見通しをもつことができた。 

 また各分野でそれぞれの専門家と外部連携を進めることで、より深い知識を得たり、改善点を見いだしたり

することができた。 

 

②児童生徒にとって具体的にどのような学び（変容）があり、どのような力（資質・能力・態度）を身につけ

たか。 

 生徒の課題解決策の提案の際、専門家からの指導・助言をもらうことによって、現在起こっている問題をよ

り深く捉え、考案した解決策をさらに練り直し、自分たちができることは何かを見つけようとする姿勢もみら

れ、「自分事」として防災・減災の課題解決に向けて活動していた。また生徒自身、資質・能力の向上を感じ

ており、特に「コミュニケーション力（他敬）」、「他者と協力する力（他敬）」の向上を感じている生徒が

多数いた。 

 

③教師や保護者、地域、関係機関等（児童生徒以外）の視点から 

 教員として外部連携をする中で、人と情報、人と人、人と学習資源を適切に結びつけ、「調整」を行うコー

ディネート力が求められていることを実感した。また、外部連携を図ることで、教員の防災・減災教育への意

識、知識が高まったことはもちろん、「教える」から「生徒とともに考え学ぶ」という探究活動における教員

の学びの伴走者としての役割の変容を感じた。 

 

５）工夫した点、実践の特徴・特筆すべき点 

 ３年間の総合的な学習の時間の学習内容のつながりを意識して各活動を組織した。特に２年次の修学旅行で

は、陸前高田や気仙沼など東北をフィールドとした震災学習をおこなっているため、その学びを生かせるよう

に前年度の学びを振り返りながら探究活動を進めた。 

 近隣の新潟大学と連携を図りながら、カリキュラムの編成を行った。大学生・大学院生が中学生に専門知識

や経験を語ったり、一緒に解決策を考案したりする活動を通して、中学生にとってはキャリア教育の観点と学

習支援の観点から効果があったと考えられる。 

 

６）実践から得られた教訓や課題と次年度以降の実践の改善に向けた方策や展望 

 各分野の外部連携を図ることにより、生徒の考案する解決策の提案性が一段と高くなったことから、N 助の

意義を強く感じた。ただし、継続するためには外部連携にかかる費用を確保していかなくてはならない。 

 今年度は課題解決に向けた提案を考案する活動で終わってしまい、生徒が考案した提案を実践することまで

は進めることができなかった。時間の設定や探究サイクルの見通しができていなかったことが要因である。今

年度の活動を基にして来年度のカリキュラムを編成するとともに、生徒が提案を実施して、学校・地域の防災

力の向上を発信させていきたい。また教職員間で探究サイクルをどのように回すと効果的なのか、どのような

活動を組織するとよいのかなど、生徒の学びをさらに支援できるような研修を実施していきたい。 

 

７）その他 

 別紙：生徒が考案する提案資料（中間発表）  

 

 

  



生徒が考案する提案資料（中間発表） 

【防災・減災×ものづくり】 

  

  

  

 

 

  



 
 

  

  

  
 

  



【防災・減災×国際理解】 

  

  

  

  

  



  

 
 

  

  

 
 



  

  

  

  

 
 

 

【防災・減災×まちづくり】 



 

 

  

  

  

  



  

  
 

  



【防災・減災×動物保護】 

  

  

  

  

 
 



  

  

  

  

 

 

 

 


